
事例 小学校算数科 岐阜地区 （Ｈ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第５学年

学習指導要領 第５学年の内容 Ｂ（１）ア、Ｄ（４）

単 元 名 「平行四辺形と三角形の面積」 （全１１時間）

、 、単 元 目 標 ○基本的な図形の面積の求め方や手順を理解し 必要に応じて公式を作り

進んで活用しようとする意欲をもつことができる。

（算数への関心・意欲・態度）

○三角形、平行四辺形の面積を求める公式を既習の求積公式を用いるなど

工夫して求めることができ、これら以外のいろいろな図形についても、

既習の求積可能な図形の面積の求め方を基にして求めることができる。

（ ）数学的な考え方

○三角形、平行四辺形の面積を求める公式の意味を理解し、公式を用いて

面積を求めることができる。 （数量や図形についての表現・処理）

○「底辺 「高さ」の用語とその意味を理解し、これらを用いて三角形、」、

平行四辺形の面積が求められることを理解することができる。

（数量や図形についての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成の工夫

・図形を等積変形や倍積変形したり、分割したりする活動に慣れていな

いため、とまどう児童が多いと考えられる。パソコンや方眼用紙を利

用し、図形を変形・分割させる活動を多く位置付ける。

・平行四辺形や三角形では高さが辺として表れていないため、求積公式

を使えない児童が多いと考える。そこで、方眼用紙を使い、頂点と底

辺の関係から視覚的に高さを見つけ出す活動を位置付ける。

・既習の図形を用いて次の図形の学習が行われるため、常に前の学習を

振り返られるよう配慮する。

○単位時間における工夫

・児童自ら課題を解決できるよう、補助プリントやパソコンのシミュレ

ーション、既習の掲示物等を準備する。

参 考 資 料



２ 単元の評価規準

ア 算数への関心・ イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形につ エ 数量や図形につ

意欲・態度 いての表現・処理 いての知識・理解

内 三角形 平行四辺形 三角形 平行四辺形 三角形 平行四辺形 面積の大きさについ、 、 、 、 、 、

容 円の面積にかかわる 円の面積の求め方を 円の面積を求めた ての感覚を豊かにす

、 、のご 性質や関係などに着 考える算数的活動を り、それらを用いた るとともに 三角形

まと 目して考察処理した 通して、数学的な考 することができる。 平行四辺形、円の面

との り、論理的に考えた え方の基礎を身に付 積の求め方を理解し

ま評 りする楽しさやよさ け、論理的に考えた ている。

り価 に気付き、進んで活 り、発展的、統合的

規 用しようとする。 に考えたりする。

準

○面積の求め方やそ ○三角形、平行四辺 ○三角形、平行四辺 ○必要な部分の長さ

の考え方を、いろ 形の面積の求め方 形の面積を公式を を測ることによっ

いろな場面で進ん を、既習の求積可 用いて求めること て、三角形、平行

単 で活用しようとす 能な図形の面積の ができる。 四辺形の面積が計

元 る。 求め方を基に考え ○三角形、平行四辺 算で求めることを

の ○既習の求積可能な たり、公式を作り 形の面積の公式を 理解している。、

評 図形の面積の求め 出したりする。 必要に応じて用い ○三角形、平行四辺

価 方に帰着させて考 ○三角形、平行四辺 ることができる。 形について、底辺

規 えることで、三角 形以外のいろいろ をどこにとるかで

準 形、平行四辺形の な図形についても 高さが決まること、

面積を求めること 既習の求積可能な を理解している。

ができることのよ 図形の面積の求め

さに気付く。 方を基にして考え

る。

【平行四辺形の面積を長方形の求積に帰着して求める】

単 ①平行四辺形の面積 ①平行四辺形の面積 ①平行四辺形の面積 ①平行四辺形の「底

位 を既習の長方形の の求め方を既習の を公式を用いて求 辺」と「高さ」の

時 面積の求め方と関 面積の求め方に帰 めることができる 意味が分かり、面。

間 連付けて求めよう 着させて考えるこ ②高さが平行四辺形 積の公式を理解し

に とする。 とができる。 の外にあっても、 ている。

お ②高さが一定の平行 底辺を延長するこ

、け 四辺形の底辺の長 とで高さが求まり

る さを規則的に変え 公式を用いて面積

具 たとき、それに対 を求めることがで

体 応する面積の変わ きる。

の り方に着目し、調 ③高さが一定の平行



評 べたり考えたりす 四辺形に関して、

価 る。 底辺の長さと面積

規 の関係を表に表し

準 たり、記号等を用

いて式に表したり

。することができる

【三角形の面積を長方形や平行四辺形の求積に帰着して求める】

②三角形の面積を既 ③三角形の面積の求 ④三角形の面積を公 ②三角形の「底辺」

習の長方形や平行 め方を既習の面積 式を用いて求める と「高さ」の意味

四辺形の面積の求 の求め方に帰着さ とができる。 が分かり、面積公

。め方と関連付けて せて考える。 ⑤高さが三角形の外 式を理解している

求めようとする。 にあっても、底辺

を延長することで

高さが求められ、

公式を用いて面積

を求めることがで

きる。

⑥三角形、平行四辺

形の面積の公式を

必要に応じて用い

ることができる。

【既習の図形の求積方法を利用して面積を求める】

③平行四辺形、三角 ④平行四辺形、三角

形の求積方法を活 形の図形以外の図

用して問題解決を 形の面積を、平行

しようとする。 四辺形、三角形の

面積の求め方を基

に考えることがで

きる。



３ 指導と評価の計画（全１１時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○平行四辺形 ○素材を提示する。 （ア－①） ○机間指導・ ○方眼に書かれた

の面積は辺 ○辺の長さの積では面積が求めら ○平行四辺形 ノート かれた平行四辺

の長さだけ れないことを知る。 の面積を既習 ・課題解決の 形と長方形を見

では面積が の長方形の面 過程で、方 比べてみるよう

求められな 平行四辺形の面積の求め方を考え 積の求め方と 眼を使用し に助言する。

いことを知 よう。 関連付けて求 て、平行四 ○平行四辺形の一

り、等積変 めようとする 辺形の一部 部を切り取って。

形して、長 ○方眼を利用して、平行四辺形の （イ－①） を切り取っ 長方形に変形す

方形の面積 一部を切り取って移動して長方 ○平行四辺形 たり、変形 る方法はないか

の公式を用 形に変形できることに気付く。 の面積の求め させたりす 助言する （パ。

いて求める ○長方形の面積の求め方から平行 方を既習の面 ることがで ソコンのシミュ

）ことができ 四辺形の面積が求められること 積の求め方に きる。 レーション利用

る。 が分かる。 帰着させて考

えることがで

きる。

２ ○平行四辺形 ○素材を提示する。 （エ－①） ○机間指導・ ○等積変形した長

の「底辺」 ○平行四辺形 ノート 方形と元の平行

「高さ」の 平行四辺形の面積を簡単に求める の「底辺」と ・平行四辺形 四辺形を、方眼

意味を知り 方法を考えよう。 「高さ」の意 の中に底辺 を利用して比較、

それらを用 味が分かり、 と高さの意 してみるよう助

いて面積の ○等積変形した長方形と比較して 面積の公式を 味を意識し 言する。

公式として 考える。 理解している て記入し、。

まとめ、平 ○平行四辺形の「底辺 「高さ」 その長さを」 （ウ－①）

行四辺形の の用語とその意味が分かる。 測り、求積○平行四辺形

面積を求め ○平行四辺形の面積は、底辺×高 に公式に使の面積を公式

られること さで求められることを理解する うことがで。 を用いて求め

ができる。 ○練習問題に取り組む。 きる。ることができ

る。

３ ○高さが平行 ○素材を提示する。 （ウ－②） ○発言 ○合同な平行四辺

、四辺形の外 ○高さが平行 ・平行四辺形 形を組み合わせ

にある場合 高さが外にある平行四辺形の面積 四辺形の外に の公式が使 倍積変形した平

でも、底辺 の求め方を考えよう。 あっても、底 えるわけは？ 行四辺形の底辺

を延長する 辺を延長する といった発 と高さに注目す

ことで、高 ○等積変形や倍積変形して求める ことで高さが 問に答える るように助言す

さが求める ことができる。 求まり、公式 ことができ る。

ことに気付 ○平行四辺形の求積公式とのかか を用いて面積 る。



き、面積の わりを考える。 を求めること

公式を利用 ○底辺を延長すれば高さが見つか ができる。

して面積を り、公式を利用することができ

求めること ることが分かる。

ができる。 ○練習問題に取り組む。

４ ○平行四辺形 ○素材を提示する。 （イ－②） ○発言 ○それぞれの平行

の面積はそ ○高さが一定 ・平行四辺形 四辺形の底辺や

の形ではな 平行線の中のいろいろな平行四辺 の平行四辺形 の形が変わ 高さを描き入れ

。く、底辺と 形の面積を調べよう。 の底辺の長さ っても、そ るよう助言する

高さによっ を規則的に変 の底辺と高 ○パソコンのシミ

てのみ決ま ○面積が同じでも形が違う平行四 えたとき、そ さが不変で ュレーションを

ることに気 辺形が存在することが分かる。 れに対応する あることを 用いて平行四辺

付き、その ○形が変わっても平行四辺形の面 面積の変わり 図を使って 形の等積変形の

理解を深め 積は底辺の長さと高さのみで決 方に着目し、 説明するこ 様子を見せ、不

ることがで まることが分かる。 調べたり考え とができる 変のものに目を。

きる。 たりする。 付けるよう助言

する。

５ ○高さが一定 ○素材を提示する。 （ウ－③） ○ノート ○底辺の長さと面

の平行四辺 ○高さが一定 ・表の中の数 積の関係を表し

形の底辺の 平行四辺形の底辺の長さと面積の の平行四辺形 字を横に見 た表の数字を横

長さが変わ 変化の仕方について調べよう。 に関して、伴 て、底辺の に見て、その変

るとき、そ って変わる底 長さが２倍 化の様子に目を

れに対応す ○底辺を□㎝、面積を△ ㎡とす 辺の長さと面 ３倍…とな 付けるように助c

る面積の変 ると △＝５×□と表すことが 積の関係を表 ると、面積 言する。

わり方を調 できることが分かる。 に表したり、 も２倍３倍

べ、その関 ○底辺□と面積△との関係を表に 記号等を用い …になるな

係を表や記 表すことができる。 て式に表した ど、その変

号の式に表 ○底辺の長さが２倍、３倍…とな りすることが 化の規則性

すことがで ると、面積も２倍、３倍…とな できる。 に気付く。

きる。 ることに気付く。

（ア－②） ○発言 ○平行四辺形の求６ ○三角形の面 ○素材を提示する。

○三角形の面 ・平行四辺形 積の学習を想起積は、平行

積を既習の長 の時の学習 するよう助言す四辺形の面 三角形の面積を求める方法を考

方形や平行四 の内容をも る。積の公式を えよう。

辺形の面積の とに求積方 ○方眼紙を利用し導き出した

求め方と関連 法を発言す て、切って移動ときと同様 ○既習の図形に変形しようとする。

付けて求めよ ることがで したり、合同なに既習の図 ○既習の図形への変形から、その

うとする。 きる。 図形を合わせた形の形に変 求積公式を用いて三角形の面積

（イ－③） ○学習プリント りして、既習の形すればよ が求められることが分かる。



○三角形の面 ・ 図形に変形できいことに気 ○変形の方法には複数あることに 求積可能な

。付き、既習 気付く。 図形に変形積の求め方を ないか助言する

の公式を用 して求めよ既習の面積の

いて面積を うとしてい求め方に帰着

求めること る作図の跡させて考える。

。ができる。 と求積の式

「 、７ ○三角形の 底 ○素材を提示する。 （エ－②） ○机間指導・ ○方眼紙を使って

辺 「高さ」 ○ 三 角 形 の ノート 三角形を倍積変」

の意味を知 三角形の面積を簡単に求める方法 底辺 と 高 ・三角形の中 形によって平行「 」 「

り、それら を考えよう。 さ」の意味が に底辺と高 四辺形や長方形

を用いて面 分かり、面積 さの意味を になることを確

積の公式と ○平行四辺形の「底辺 「高さ」 の公式を理解 意識して記 認し、つなげて」

してまとめ、 の用語とその意味が分かる。 している。 入し、その 考えるよう助言

三角形の面 ○平行四辺形の面積は、底辺×高 長さを測り する。（ウ－④） 、

積を求める さで求められることを理解する 求積に公式。 ○三角形の面

ことができ ○練習問題に取り組む。 を使うこと積を公式を用

る。 ができる。いて求めると

ができる。

８ ○高さが三角 ○素材を提示する。 （ウ－⑤） ○発言 ○平行四辺形の学

形の外にあ ○高さが三角 ・三角形の公 習を振り返るよ

る場合でも 高さが外にある三角形の面積の求 形の外にあっ 式が使える う助言する。

平行四辺形 め方を考えよう。 ても、底辺を わけは？と ○底辺が共通で高

と同様に面 延長すること いった発問 さが同じ三角形

積が求めら ○倍積変形し、平行四辺形の場合 で高さが求め に、平行四 の等積変形の図

れることに と比べて考える。 られ、公式を 辺形の場合 を提示し、底辺

気付き、公 ○平行四辺形と同様、底辺を延長 用いて面積を とつなげて と高さが決まれ

式を利用し すれば高さが見つかり、公式を 求めることが 答えること ば面積が決まる

。て面積を求 利用することができることが分 できる。 ができる。 ことを助言する

めることが かる。

できる。 ○ 練習問題に取り組む。

９ ○平行四辺形 ○学習内容、約束を確かめる。 ○ノート ○問題によってこ（ウ－⑥）

と三角形の ・面積の公式 れまでのどの授○三角形、平

面積につい これまでの学習を生かして練習問 を利用した 業で学習したか行四辺形の面

て、公式を 題に取り組もう。 計算やその を振り返るよう積の公式を必

使って面積 考えの修正 助言する。要に応じて用

を求めるこ ○これまでの学習をノートを振り が残っていいることがで

とができる 返りながら自力で取り組む。 る。。 きる。

○仲間と交流して、考えを修正し

たり補充したりする。



○全体で交流する。

○補充問題に取り組む。

○ひし形や台 ○素材を提示する。 （ア－③） ○学習プリン ○これまで学習し

形の面積は ○ 平 行 四 辺 ト た面積の公式を本 、

既習の求積 いろいろな四角形の面積を工夫し 形、三角形の ・求積可能な 示す。時

可能な図形 て求めよう。 求積方法を活 図形に変形 ○方眼紙を利用し

に変形すれ 用して問題解 して求めよ て求積可能な図

ば求められ ○自己選択した図形について求積 決をしようと うとしてい 形に変形、分割

ることに気 可能な図形に変形して考える。 する。 る作図の跡 するよう助言す

付き、平行 ○既習の求積の公式を複数用いて （イ－④） と求積の式 る。。

四辺形、三 面積を求めることができる。 ○ 平 行 四 辺 ○これまでの学習

角形の面積 ○他の四角形についても考える。 形、三角形の ○ノート した面積の公式

の求め方を ○全体で交流する。 図形以外の図 ・単元の自己 を複数組み合わ

基に考える ○単元を通しての自己評価をまと 形の面積を、 評価の内容 せて求められる。

。ことができ める。 平行四辺形、 ことを助言する

る。 三角形の面積

の求め方を基

に考えること

ができる。

○評価問題を ○評価問題 ○評価問題

解くことが

できる。
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・ひし形や台形の面積は、既習の求積可能な図形に変形すれば求められることに気付き、

平行四辺形、三角形の面積の求め方を基に考えることができる。

（２）本時の位置

１０／１１時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

台形・ひし形、どちらかの面積

た を求めよう。 ○見通しをもてない子

く ○どんな方法で求めればよいか、 ○求めたい図形を選ぶこと には、これまでの学

わ 見通しをもつことができる図形 ができる。 習のノートや掲示を

え を選ぶ。 ［学習プリントの選択］ 参考にするよう助言

る ・台形、ひし形は三角形に切り分 する。

けられそうだ。

・平行四辺形にもできそうだ。 ○平行四辺形や三角形

の面積の求め方を想

伝 面積の求め方を考えよう。 起させるよう助言す

え る。（ア－③）

◎平行四辺形、三角形の求る ○自分の選んだ図形について、自

分なりの方法や考え方をはっき ○平行四辺形や三角形積方法を活用して問題解

りさせる。 の面積を求め方を想決をしようとする。

・長方形や平行四辺形、三角形な 学習プリント 起させたり、他の仲［ ］

ど既習の求積可能な図形に変形 間との交流を促した

すれば、面積が求められる。 ○一通りの方法だけでなく りして、多様な考え、

◇いくつかの図形に切断する。 他の方法を考えようする 方があることに気付さら 。

◇合同な図形をもう一つ合わせ かせる。に伝

て、最後に２でわる。 ○もう一方の図形も考えよ ○何通りかの変形方法える

（倍積変形） うとする。 のヒントのプリント

◇図形の１部を切り取り、他の を用意し、さらに考

場所に移す 等積変形 えるよう促す。。 （ ） （イ－④）

◎平行四辺形、三角形以外◇既習の図形で囲み、必要のな

の図形の面積を、平行四い部分をひく。

辺形、三角形の面積の求

○各自の考えを話し合い、求め方 ○図形が変わっても、さら め方を基に考えることが

をまとめる。 ［学習プリント］ 変わらない考え方のにた できる。

・どの考えも、これまで学習し 共通点があることをくわ

た図形に変形して求めている 気付かせる。える 。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1) 本時重点的に取り上げた評価規準

イ－④

平行四辺形、三角形の図形以外の図形の面積を、平行四辺形、三角形の面積の求め方を基に

考えることができる。

(2) 評価の実際

＜評価の方法＞

□学習プリント

本時の素材となる図形のプリントにかかれた求積の跡と式で評価する。さらに、どの図形

について、何種類の求積方法で求めたのかをプリントの枚数とその内容で評価する。

＜判断の事例＞

□「十分満足できる」状況と判断した事例

・台形とひし形だけでなく、その他の図形についても既習の図形に変形すれば面積を求める

ことができると考えたと判断した場合。

□「おおむね満足できる」状況と判断した事例

・台形またはひし形について、基の図形を分割したり、等積・倍積変形したりして求積可能

な図形に変形するなどして、複数の方法で求めることができたと判断した場合。

(3) 個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

ア）どちらの図形でどんな方法で手をつけたらいいのか迷っている。その要因はそれぞれの図

形においても多種多様な求積方法があり、自分の中で整理がきちんとされていないためであ

る。

イ）自分なりの考えで一つは求積する方法を考えることができたが、他の方法で求めようとし

ない。その要因は自分の求積の過程に自信がもてないためであり、教師の認めと励ましが必

要である。

□指導の手だて

ア）これまでの学習の足跡であるノート又は掲示物を見て振り返りるように助言し、自信をも

ってできる解決方法を一緒に見つけ、求積の見通しをもたせた。

イ）自分の求積方法に自信がない児童のプリントを見たり、説明を聞いたりして 「前の○○、

。」 、「 」の学習の○○と同じ求め方を使ったんだね と認め評価し 他の○○の方法でもできたね

と励ましの言葉をかけた。

□児童の変容

ア）目の前の図形に対して、自分自身が以前の学習で解いたことがある方法と同じように解け

ばよいと分かると、意欲的に学習プリントに向かう姿が見られた。

イ）自分が解いた求積方法を認められた児童は、満足そうな表情を見せて、同じ図形について

別の方法で求めようとする姿が見られた。


